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メ
ガ
再
編
の
影
響
に
注
目

金
融
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
〇
二
年

一
〇
月
公
表
）
の
具
体
化
と
し
て
、

メ
ガ
バ
ン
ク
（
主
要
行
）
に
不
良
債

権
処
理
目
標
の
早
期
達
成
な
ど
を
求

め
た
結
果
、
そ
の
財
務
の
健
全
性
が

着
実
に
上
向
い
て
き
た
こ
と
で
、
今

後
は
収
益
力
強
化
、
そ
の
た
め
の
投

資
拡
大
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
構
築
、
さ
ら
な
る
提
携
や
組
織
再

編
な
ど
へ
の
取
組
み
が
現
実
的
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
も
っ
ぱ
ら
守

勢
に
立
た
さ
れ
て
き
た
メ
ガ
バ
ン
ク

が
自
ら
の
金
融
機
能
を
強
化
し
、
東

京
圏
だ
け
で
は
な
く
、
収
益
拡
大
の

見
込
め
る
他
の
地
域
に
も
積
極
的
に

進
出
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
見
方

が
強
ま
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
、
同

〈
要
旨
〉
地
域
金
融
の
今
後
の
あ
り
方
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
東
海
地
域
（
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
静
岡
の
四
県
）
を
テ
ー
マ
と
す

る
と
き
、
元
気
な
東
海
経
済
、
堅
実
な
企
業
経
営
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
は
多
い
が
、
こ
の
地
の
金
融
実
態
や
金
融
機
関
の
経
営
課
題
を
論
ず
る

論
考
は
意
外
に
少
な
い
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
点
を
考
慮
し
て
、
金
融
中

心
に
論
ず
る
。
な
か
で
も
、
こ
の
地
域
は
一
世
帯
当
り
貯
蓄
高
が
日
本
一

と
い
う
事
情
も
あ
り
、
余
剰
資
金
は
着
実
に
累
積
し
て
い
る
が
、
最
近
の

金
融
機
関
預
貸
率
（
貸
出
／
預
金
）
の
低
下
は
循
環
的
と
い
う
よ
り
、
構

造
的
な
変
化
で
あ
る
と
の
見
方
が
強
い
。
預
貸
と
い
う
、
金
融
機
関
の
最

も
基
本
的
な
機
能
の
衰
退
は
、
地
域
金
融
機
関
同
士
の
競
争
の
高
ま
り
や

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
を
予
感
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
ま
た
、
金
融
再

生
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
不
良
債
権
処
理
を
進
展
さ
せ
、
金
融
機
能
強
化

に
転
じ
つ
つ
あ
る
メ
ガ
バ
ン
ク
の
今
後
の
動
向
し
だ
い
で
は
、
地
域
金
融

に
大
変
化
が
生
ず
る
と
の
見
方
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
郵
政
民
営
化
の
今
後

の
行
方
に
も
目
が
離
せ
な
い
。
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メ
ガ
バ
ン
ク
再
々
編
下
の
地
域
金
融
と
地
銀
経
営
�

メ
ガ
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
バ
ン
キ
ン
グ
化
へ
の�

地
銀
の
対
抗
戦
略
私
論�

�

〝
変
わ
ら
な
い
地
銀
〞
に
未
来
は
あ
る
か
？�

一
橋
大
学
大
学
院�

国
際
企
業
戦
略
研
究
科�

教
授
　

安
田
　
隆
二�

か
つ
て
、
地
銀
は
、
都
銀
や
信
金

と
テ
リ
ト
リ
ー
を
棲
み
分
け
、
県
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
バ
ン
ク
と
し
て
地
域

総
合
金
融
機
関
を
標
榜
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
金
融
危
機
後
の
一
連
の

金
融
再
編
が
進
む
な
か
で
、�
変
わ

ら
な
い
地
銀
�
に
な
っ
た
感
が
あ

る
。
一
方
で
、
一
二
あ
っ
た
都
銀
は

三
つ
の
メ
ガ
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
バ

ン
ク
に
集
約
し
、
資
産
規
模
一
〇
〇

兆
円
、
業
務
は
銀
行
の
ほ
か
に
信
託

・
証
券
・
保
険
等
ま
で
含
ん
だ
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
つ

つ
あ
る
。
他
方
、
経
営
基
盤
が
脆
弱

で
あ
っ
た
信
金
・
信
組
は
一
部
は
破

綻
し
て
退
出
し
、
残
り
も
合
併
を
重

ね
て
生
き
残
り
を
図
っ
て
き
た
。
実

際
、信
金
・
信
組
の
数
は
五
一
七
（
〇

三
年
三
月
末
）
ま
で
減
る
一
方
で
平

均
資
金
量
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
再
編
の
な
か
に
あ
っ
て
地
銀

・
第
二
地
銀
の
数
と
規
模
は
あ
ま
り

変
わ
っ
て
い
な
い
し
、
業
容
範
囲
も

海
外
業
務
か
ら
の
撤
退
は
あ
っ
た
が

大
き
く
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。

変
わ
ら
な
い
地
銀
に
未
来
は
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
メ
ガ
・
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
バ
ン
ク
の
影
響
力
が
増
す
な
か

で
、
地
銀
の
存
在
価
値
を
ど
こ
に
求

め
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
金
融
再

編
劇
の
な
か
で
画
一
的
だ
っ
た
地
銀

の
形
は
ど
う
変
わ
り
う
る
の
か
。
そ

し
て
、
メ
ガ
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
バ

ン
ク
と
の
関
係
を
ど
う
築
い
て
い
け

ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

新
し
い
地
方
の
時
代
の

存
在
理
由

金
融
機
関
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在

理
由
が
あ
る
。
地
銀
に
は
地
銀
で
あ

る
こ
と
の
存
在
理
由
が
あ
り
、
そ
れ

が
経
営
理
念
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
な

っ
て
い
る
は
ず
だ
。
で
は
、
新
し
い

地
方
の
時
代
に
お
け
る
地
銀
の
存
在

理
由
と
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。

ス
ー
パ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ン
ク

第
一
の
課
題
は
、
地
銀
は
い
か
に

し
て
メ
ガ
バ
ン
ク
や
中
小
金
融
機
関

と
差
別
化
で
き
る
存
在
価
値
を
実
現

で
き
る
の
か
と
い
う
問
い
に
答
え
る

メ
ガ
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
た
い
ま
、
地
銀
は
も
う
一

度
自
行
の
レ
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
を
探
り
、
柔
軟
な
発
想
で
再
編
を
志
向
し
、

市
場
原
理
に
あ
っ
た
メ
ガ
バ
ン
ク
と
の
補
完
・
共
存
関
係
を
築
い
て
ほ
し

い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。
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